
高速切換・低消費電力・高線形を両立した新回路構造の新技術

高速移動体にも狙いを定めて

ビームを制御！高性能移相器

• 第6世代移動通信システムに向けてミリ波やテラヘルツ波など高周波の利用が検討

• 高速移動体との無線リンク維持のため電波の飛ぶ方向を変える技術が必須

• 高速切換・低消費電力・高線形を両立する移相器回路アーキテクチャを提案

• 高速無線通信や遠隔ワイヤレス給電実現により豊かで快適な生活の実現を目指す
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新規性・優位性

▪ 他に類を見ない線形の位相制御特性により、高精度の移相を実現可能

▪ デジタル補正回路が不要なので、高速移相切換・低消費電力化が可能

▪ 製造・電源電圧・環境温度（PVT）変動補償回路の採用により安定動作

▪ デジタル位相制御のため、デジタル信号処理（DSP）との接続が容易

応用・活用例

▪ 移動体を探す高速ビームスキャン

▪ 高速移動体のビームトラッキング（連続ビームフォーミング）

▪ 固定無線のビーム位置自動調整

▪ 移動体への無線電力伝送（遠隔ワイヤレス給電）


